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テーマ２の検討内容

「テーマ２ 公共施設の再配置・管理運営を考えよう」では、策定方針に定める

シンボル事業２ スポーツ施設の管理運営の効率化 と

シンボル事業３ 老朽化した施設の統廃合・複合化 の具体化に向け、

次の検討を行います。
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第２回
公共施設の現状と課題

第３回
公共施設の管理運営

第４・５回
公共施設の再配置

町には様々な公共施設があ
り、それぞれに課題がありま
す。

まず、町の
✓公共施設の現状
を知っていただき、
✓課題
を話し合います。

町の公共施設は「予約しにく
い」、「あまり利用されていな
い施設がある」など、サービス
向上と管理運営の効率化が課題
です。

町が課題解決策として検
討している

✓利用方法の統一化
✓公民連携の導入
✓受益者負担の適正化
について考えます。

町の公共施設は老朽化が進み、
更新時期を迎えつつあります。
しかし、町の厳しい財政状況
と将来の人口減少が予測される
中で、全ての施設を維持するこ
とは難しく、施設の統廃合・複
合化が避けられません。

公共サービスの維持・向上
を前提として、

✓公共施設の将来像 と、
✓施設の統廃合・複合化
の進め方 を

シミュレーションゲームを
通じて考えます。



●公共施設再配置シミュレーションゲーム

第４～５回の進め方

第４回

○シミュレーションゲームを理解する

○公共サービスの将来像を考える

○公共施設の統廃合・複合化を考える

第５回

○公共施設の総量削減を考える

○公共施設の配置とアクセスを考える

○廃止後の施設・跡地の活用を考える

○まとめと発表
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第4回の途中経過
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第4回の途中経過



余裕教室の活用事例

【保育所への転用】
有住小学校（福岡県福岡市）

・転用施設名 こぐま保育園分園
・転用教室数 １階２室
・転用面積 １６７㎡

校舎１階の普通教室２室を保育所に転用してい
る。
平成15～26年度までに、小学校８校で余裕教
室を転用して保育所の分園を設置した。

【庁舎への転用】
大石南小学校（埼玉県上尾市）

・転用施設名 上尾市生涯学習課市史分室
・転用教室数 ３階４室
・転用面積 ５３７㎡

上尾市の歴史を編さんする分室と市史とその
関連資料の保管場所として転用した。

市史編さん分室は専門職員のみが利用して
いるため、管理がしやすい。
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余裕教室の活用事例

【社会教育施設への転用】
新栄小学校（埼玉県草加市）

・転用施設名 草加市新栄平成塾
・転用教室数 １階１室
・転用面積 約６４㎡

地域の高年者のふれあいや生きがいづくりの
場、地域の子供たちとの世代間交流の場として、
サークル活動を行うための場として活用している。

【高齢者福祉施設への転用】
小倉小学校（京都府宇治市）

・転用施設名 小倉デイサービスセンター
小倉介護サービスセンター
小倉デイホーム

・転用教室数 １階４室、２階４室
・転用面積 ９６８㎡＋５６㎡（増築）

日常的に小学生との世代間交流があり、
年間行事を通じて1年生から6年生まで幅
広く交流を行っている。
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